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コンパクト ミニバン・1BOX 軽自動車

SUV・クロカン 輸入車
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Quick×ワンプライス成約車輌　10月度ランキング

1位 　プリウス

平均 H26年 1,096,000円

2位 　アクア

平均 H27年 951,000円

3位 　ノート

平均 H27年 658,000円

4位
　フィット

平均 H26年 801,000円

5位 　デミオ

平均 H27年 706,000円

1位 　ヴェルファイア

平均 H27年 2,416,000円

2位 　セレナ

平均 H26年 1,182,000円

3位 　アルファード

平均 H28年 3,147,000円

4位 　ヴォクシー

平均 H26年 1,496,000円

5位 　ノア

平均 H26年 1,515,000円

1位 　タント

平均 H26年 751,000円

2位 　Ｎ－ＢＯＸ

平均 H28年 939,000円

3位 　ワゴンＲ

平均 H27年 592,000円

4位 　ハイゼットカーゴ

平均 H29年 822,000円

5位 　Ｎ－ＢＯＸカスタム

平均 H28年 1,232,000円

1位 　エクストレイル

平均 H25年 1,271,000円

2位 　ハリアー

平均 H27年 1,985,000円

3位 　ランドクルーザープラド

平均 H25年 2,983,000円

4位 　ヴェゼル

平均 H28年 1,505,000円

5位 　Ｃ－ＨＲ

平均 H30年 1,891,000円

1位 　Ｃクラス

平均 H27年 2,690,000円

2位 　ＭＩＮＩ

平均 H28年 1,930,000円

3位 　Ｅクラス

平均 H28年 3,586,000円

4位 　３シリーズ

平均 H27年 2,358,000円

5位 　Ａ４アバント

平均 H27年 2,114,000円

全体的に業界内の中古車出品不足や相場の高騰で仕入

れが難しくなっている状況がより強まっており、相場以上で

の仕入れ/落札を行う会員様が増加しています。 

またグレードを問わない仕入れへの拡大や半導体不足か

ら高級ナビなど装備品の充実している車両への商談が多く

なっております。今までのように通常の仕入れでの小売拡

大ではなく、独自の仕入れルートの構築や海外向け流通を

意識した仕入れ・出品が強くなっております。今後は小売

力の差異がさらに強くなっていくと想像されます。 



3

中古車輸出情報
中古車輸出統計データ  - グーネット自動車流通より

ロシアが５カ月連続で首位 

中古車輸出　前年同月比８．３％増 

 

　日本中古車輸出業協同組合がまとめた９
月の中古車輸出台数は、前年同月比８．３％
増の１０万５２４０台だった。仕向け国別で
は、ロシアが５カ月連続で首位となった。同
国は、４２．２％増の１万４７２９台。２位のア
ラブ首長国連邦は、同２．７％減の９７６０台
で続いた。３位はチリで、輸出台数は同２９．
９％増だった。 

 

　上位２０カ国で伸び率が高かった国は、マ
ラウイ（５．４倍／３５８台→１９３３台）、ザン
ビア（２．４倍／６５３→１５７７）で、アフリカ勢
などで輸出台数を伸ばした。前月比較では、
１．１％増だった。 

2021年10月
Quick×ワンプライス　輸出向け成約車輌ランキング

1位
　ハリアー

平均年式　H24年 平均金額　1,410,000円

2位
　ランドクルーザープラド

平均年式　H24年 平均金額　2,695,000円

3位
　エクストレイル

平均年式　H25年 平均金額　1,160,000円

4位
　Ｃクラス

平均年式　H26年 平均金額　1,722,000円

5位
　マークＸ

平均年式　H24年 平均金額　660,000円
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Quick×ワンプライス出品成約状況

平均単価

前年１０月

141,2万円

今年１０月

163,8万円 平均単価

前年１０月

56,6万円

今年１０月

65,1万円

現車オークションの出品伸びが鈍化しており、比例してQuick×Quick共有在庫出品増となっております。 

１台の車両の売却（処分）までのリーチが長くなっている/少しでも利益の出る成約方法の研究を各会員行っており、 

今までに無いQuick×Quick共有在庫活用方法も聞かれます。 

海外向け貿易会社の落札増も顕著となっており、日本よりもコロナ影響からの回復の早い海外諸国の動きが活発になっております。 

オークション仕入れの難しさも徐々に進行しており、新たな仕入れ研究など各社独自のチャレンジが出てきております。 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2021年 １０月 新車販売ランキング

乗用車  軽自動車 

順位  ブランド通称名  ブランド名  台数  前年同月比  順位  ブランド通称名  ブランド名  台数  前年同月比 

１  ヤリス  トヨタ  10,596  57  １  ワゴンＲ  スズキ  8,808  179.7 

２  アクア  トヨタ  7,643  188.1  ２  ルークス  日産  8,696  123.0 

３  カローラ  トヨタ  7,278  70.8  ３  Ｎ-ＢＯＸ  ホンダ  7,442  46.4 

４  ルーミー  トヨタ  6,999  60.9  ４  スペーシア  スズキ  6,319  51.6 

５  ヴェゼル  ホンダ  6,831  228.8  ５  ハスラー  スズキ  5,416  82.9 

６  フリード  ホンダ  6,237  79.5  ６  デイズ  日産  5,035  110.8 

７  ノート  日産  5,502  138.8  ７  タフト  ダイハツ  4,926  65.9 

８  フィット  ホンダ  5,403  60  ８  タント  ダイハツ  4,771  36.4 

９  アルファード  トヨタ  4,588  45.5  ９  ミラ  ダイハツ  4,520  73.4 

１０  シエンタ  トヨタ  4,423  72.8  １０  Ｎ-ＷＧＮ  ホンダ  4,396  74.0 

１１  ライズ  トヨタ  4,064  30.7  １１  アルト  スズキ  3,890  73.1 

１２  セレナ  日産  3,978  92.3  １２  ムーヴ  ダイハツ  3,336  31.9 

１３  ハリアー  トヨタ  3,490  36.1  １３  ｅＫ  三菱  2,511  100.5 

１４  プリウス  トヨタ  3,274  56.3  １４  ジムニー  スズキ  1,994  45.3 

１５  ステップワゴン  ホンダ  3,126  99.8  １５  エブリイワゴン  スズキ  1,298  84.3 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自動車業界トピックス

グーネット自動車流通より グーネット自動車流通より

２２年１月の本格稼働に向け

「ポルシェセンター鹿児島」をオープン

最新の全世界ＣＩに対応「ポルシェターボチャージャー」を設置

　　ジーライオングループ（神戸市中央区）のＧＰ鹿児島（鹿児島市、菊地秀武社長）は１１月１
日、「ポルシェセンター鹿児島」をオープンした。２０２２年１月の本格始動に向け、新車受注と中
古車の展示販売、アフターサービスを主軸として開設した。

　同店は、ポルシェが全世界で展開している最新のコーポレートアイデンティティー（ＣＩ）に準じ
る。鹿児島市内の指宿スカイライン谷山インターチェンジから県道２１９号を東へ約４㌔㍍、同
２１７号を北へ約３㌔㍍進んだ産業道路の東開町にオープンした。鹿児島市電の谷山駅からも
徒歩１０分という好アクセス。

　店舗は、約５０８平方㍍の敷地に広いショールームを設け、ポルシェを最大６台展示して来店
客を迎える。最大１５０ｋＷで急速充電が可能なポルシェの電気自動車用ＤＣ充電器「ポルシェ
ターボチャージャー」も設置される。現在は空冷仕様で９０ｋＷだが、２２年前半には液冷仕様
１５０ｋＷが追加される予定。

「軽帯自動車」のライセンス契約拡大を推進

３５カ月契約の個人リースで
顧客固定化や再販利益確保へ

　ジーライオングループのおくるまネットワーク
は、２０１９年から展開する月額４８００円から
の個人リース「軽帯（ケータイ）自動車」のライ
センス事業の拡大を目指している。北海道から九
州まで、全国エリアでライセンス契約先販売店を
拡大、早期に加盟１００店舗体制を目指す。１９
年のリリース当時に比べ、リース契約期間を３０
カ月から３５カ月にリニューアルした。加盟店メ
リットも更に拡大し、新たな展開を目指す。

　軽帯自動車は、女性ユーザーにも分かりやすいネーミングや価格設定とオンライン完結の契
約も多く、非来店での成約が当初から７割あったという。メインターゲットとする主婦層のニーズ
にうまく合致し、車種展開も拡大した。

　１９年１月から自社直営店でスタートし、ジーライオングループや新規加盟店などに販路を拡
大し「販売店にしっかりと利益を上げてもらう仕組み」とする。３０カ月から３５カ月にリース期間
を延長したことで、加盟店の利益率が更に高まったという。事業スタート当初のユーザーが初
回の３０カ月を迎え始めているが、順調にリピーターも確保する。

　同社では軽帯自動車の加盟店メリットを「顧客固定化」と「短期での乗り換え」、「再販利益の
確保」とする。これに加えて新車仕入れ（スズキ車）の本部による購入資金立て替え制度など
も用意する。当初はスズキ「ワゴンＲ」１車種のみだったが、現在ではスズキ「スペーシア」、ホ
ンダ「Ｎ－ＢＯＸ」「Ｎ　－ＢＯＸカスタム」　を加えた４車種に拡大。こうした取り組みにより販売店
のメリットは更に拡大している。

　同社ではコロナ禍のためオンライン会議ツール「ＺＯＯＭ」を使った無料オンラインセミナーを
開催中。販売店の要望に応じて随時受け付ける。
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自動車業界トピックス

グーネット自動車流通より グーネット自動車流通より

港町神戸のベイエリアから伊フェラーリの世界観を発信

　ジーライオングループ（神戸市中央区、菊地秀武社長）が運営する伊フェラーリ正規ディー
ラーのオートカヴァリーノ（神戸市東灘区）は１１月１日、神戸市中央区新港町のジーライオン
アワーズビル１階に「オートカヴァリーノ神戸ブティックショールーム」をグランドオープンした。
神戸開港１５０年記念プロジェクトで再開発が進む港町・神戸のベイエリアに位置し、新たなラ
ンドマークとして、フェラーリブランドの世界観と最新情報を発信する。

　同ショールームは、フェラーリの中核的価値である「ヘリテージ」と「パッション」、「イノベーショ
ン」、「ハンドメイド」、チーム・スピリット」といったブランド・エクスペリエンスを通じて、ユーザー
との交流を深める。今後はイベント開催などを通じて、最新情報を提供する。

　ショールーム内の主な特徴は、従来に比べデスク高を上げた「ウェルカム・デスク」の設置や
最新の展示車を楽しめる「カー／プロダクト・プラットフォーム」、自然光と合わせて展示車を最
適な形で魅せる「ダイナミック・ライティングシステム」、フェラーリの世界観を没入体験できる「プ
ロダクト・インタラクティブ・ウォール」などを設けた。一流の会員制クラブのようでありながら、自
宅のようにリラックスできる雰囲気作りを行う「ヘリテージ・ライブラリー」といった空間でユー
ザーを迎える。
世界最高峰の自動車レース「フォーミュラー１（Ｆ１）」の７０年の歴史をフェラーリのモータース
ポーツの歴史とともに紐解く「ヘリテージ・ウォール」など、さまざまな空間が設けられている。

　同社は、２０１４年にフェラーリ正規サービスセンターとして神戸市東灘区の六甲アイランドに
開設された。１６年には大阪に次ぐ近畿エリア２店舗目の正規ディーラーとして、グランドオープ
ンを果たした。全国屈指のプレミアム輸入車市場である阪神間で、着実に孫崎価値を高めてき
た。

　ジーライオングループでは２１年４月、新本社ビルの「ジーライオンアワーズビル」を新港再開
発プロジェクトの一環としてオープンした。神戸市の新たな活力ある都心の創出に向けた複合
再開発に取り組んできたが、今回の同ショールーム開設は、地域がさらに風格と賑わいを兼ね
備えた魅力的な街となることに貢献する。

神戸ブティックショールームをグランドオープン
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Quick×Quick共有在庫なら無料で出品!!
こんなに売れる！実例紹介!!
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大好評 !!　最大1,000万円利用可能な
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オークション会場からの輸送も
個人宅への輸送もお任せ!!
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閲覧カウンターは分かりやすい！
競合他社と差別化!!　閲覧件数UP!!
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SellCa
新しい仕入れサービスのご案内
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Quick×Quick 便利ツール

Quick×Quick会員なら多くの便利なサービスをご利用頂けます!! 


